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本研究ではマウスにおける急性アルコール性肝障害に対するラドン事前吸入による抑
制効果の有無について検討した。その結果，アルコール投与に伴い，血清中のグルタミン
酸オキサロ酢酸トランスアミナーゼ(GOT)とグルタミン酸ピルビン酸トランスミナーゼ
(GPT)の両活性，肝臓中のトリグリセリド（TG)と過酸化脂質の両量などが有意に増加し，
病理観察からも脂肪が中心静脈に相対的に蓄積することがわかった。これに対し，ラドン
吸入によりいずれの増加も有意に抑制した。また，アルコール投与に対し，肝臓中の
superoxide dismutase（SOD）活性，カタラーゼ活性，総グルタチオン量はいずれも，ラド
ン吸入をした方が Sham 吸入に比べ有意に高かった。以上の所見などにより，ラドン事前
吸入はアルコール投与に伴い生じる肝障害を抑制することが示唆できた。また，これはラ
ドン事前吸入による肝臓中の抗酸化機能の亢進が一因していると考察できた。 
なお，本論は共著者の協力を得て完成したものである。 
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論文審査要旨 :本論文はマウスにおける急性アルコール性肝障害に対するラ ドン事前
吸入による抑制効果の有無について検討することを目的とした研究で､ラ ドン事前吸
人は肝臓中の抗酸化機能の冗進が一因となり､ア′レコール投与に伴い生 じる肝障害を
抑制すると結論付けた研究論文で､本研究はこの領域において貢献が大きく本学保健
学研究科の博士学位論文として相応 しい内容と認めるo
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